
 

 

⛄３日（水）は誕生会を行いますので、  

ひばり組・はと組は白いご飯はいりません。 

⛄２月５日に予定していました年長児対象の 

テーブルマナー(カワヨグリーン牧場のレス 

トラン利用)は、園外の施設利用は新型コロナ 

ウイルス感染症の感染リスクが高まることが 

予想されるため中止いたします。 

⛄２７日（土）は布団カバー持ち帰りの日です。 

お休みする方は事前にお知らせください。 

はと組 

先月から、なわとびの練習を始めました。最初

は跳べなかった子も毎日少しずつ練習をし、ゆっ

くり跳べるようになったり、後ろ跳びやあや跳び

にも挑戦する子が出てきたりと、毎日頑張ってい

る姿が多く見られています。今月も目標を持って

取り組めるように励ましながら見守っていきた

いと思います。 

そして、年長児は卒園、年中児は進級まで残り

２ヵ月となりました。１日１日を大切にし、それ

ぞれの思いを受け止め寄り添いながら進級進学

に期待が持てるようにそばで見守っていきたい

と思います。 

ひばり組 

寒さも一段と厳しくなってきましたが、室内でも

戸外でも元気に体を動かして遊んでいるひばり組

の子ども達。カルタや絵合わせカードなどで友達と

関わって遊ぶことが多くなり、平仮名を読んだり、

書いたりと興味を示す子どもの姿が見られるよう

になってきました。 

１月から、進級に向けておしぼり絞りの練習をし

てきましたが、回数を重ねていくうちにできるよう

になってきました。進級への期待が高まっているの

で、その気持ちを大切にしながら１人１人が意欲を

持って生活できるようにしていきたいと思います。

今月は、冬だからこそ出来る遊びや体を十分に動か

して楽しく過ごしていきたいと思います。 

うぐいす組 

２月に入って最初の行事はドキドキの豆まき

会。泣き虫鬼や怒りんぼ鬼、いやいや鬼など自分

の心の中にいる鬼を退治して、また１つお兄さん

お姉さんになれるでしょうか？ 

先月から始まった箸や弁当包みの練習では、自

分でやろうとする姿が多く見られるようになり

「できた」が増える度に笑顔があふれる子ども

達。引き続き頑張りを認めながら自信へとつなげ

ていきたいと思います。また、今月も冬の自然に

たくさん触れて寒さに負けず思い切り遊びたい

と思います。 

ひよこ組 

１歳児はスプーンの持ち方、衣服の着脱を一人で

行うなど進級に向けて少しずつ練習をしてきまし

た。出来たことを褒めると嬉しそうな笑顔が見られ

ていましたよ。０歳児の月齢が高い子は、少しずつ

トイレトレーニングを始めています。「トイレに行

こう」の掛け声とともに１歳児よりも先にトイレへ

行き、便座に座る様子が見られてきました。０歳児

の低月齢児は、動きが活発になり、大きい子たちの

後をつけていったり、遊びに興味を示したりと毎日

がにぎやかです。残り２ヵ月元気に過ごしていきた

いと思います。 

 

２日 （火） 餃子作り（はと組参加） 

３日 （水） 豆まき誕生会 

９日 （火） 
三村先生英語教室 

（はと組参加） 

１０日 （水） 
サッカー教室 

（はと組参加） 

１６日 （火） 
三村先生英語教室 

（はと組参加） 

１７日 （水） 読み聞かせ会 

２４日 （水） 
避難訓練 

不審者対応訓練 

２７日 （土） 布団カバー持ち帰り 

 

 

幼保連携型 

認定こども園 

二川目保育園 

令和 3年 1月 30日 

 

 

立春の前の日を節分といい、旧暦では年のかわり目といわれています。現在はこの日に豆をまいて

邪気を払い、清める行事が行われています。園でも豆まき会に向けて、各クラス鬼のお面と豆入れの

製作をしました。自分の中のどんな鬼を退治したいかを先生と考え、思い思いの鬼のお面が完成しま

した。ひよこ組やうぐいす組は毎年泣いてしまいますが、 

今年は豆まきの練習が早くもはじまり、鬼退治の準備は万端な 

様子です。今年の節分は２月２日ですが、園では２月３日に 

行います。子ども達の報告を聞いてあげてくださいね。 

節分 

昨年に比べ雪が多く降り積もり各地で除雪作業が大変な日が続いていますね。しかし、子ども達は雪が降らない日が

続くと「雪がなくなってきた～」「もっと降ってほしい」と雪がとけて雪遊びが出来なくなることを心配しています。

春になることを心待ちにするのは大人達ばかりで、子ども達は冬を大いに満喫しているようです。 

＊先日の参観日はご参観いただきまして誠にありがとうございました。例年とは違い短い時間でしたが、園での子ども

達の頑張っている様子を見ていただけましたでしょうか。日々の生活の中で、成長し続ける子ども達のサポートを今後

もしていきますので、要望やご意見などありましたら意見箱やお便り帳等でお聞かせください。 


